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新地域医療構想は
医療計画の検証から
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厚
労
省
の
新
た
な
地
域
医
療
構
想
に

関
す
る
検
討
会
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経

て
論
点
整
理
を
終
え
た
。
85
歳
以
上
の

通
院
困
難
者
が
増
え
、
時
々
入
院
ほ
ぼ

在
宅
を
支
え
る
た
め
、
か
か
り
つ
け
医
、

在
宅
医
療
や
医
療
・
介
護
連
携
等
を
含

む
提
供
体
制
の
構
築
に
異
論
は
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
み
ん
な
医
療
計

画
の
記
載
事
項
で
、
白
地
に
絵
を
描
く

わ
け
で
は
な
い
。
在
宅
医
療
は
、
体
制

構
築
指
針
で
、
そ
の
圏
域
設
定
、
退

院
・
日
常
の
療
養
生
活
・
急
変
時
・
看

取
り
の
場
面
に
応
じ
た
体
制
構
築
、
在

宅
医
療
の
拠
点
や
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
と
の
連
携
ま
で
定
め
る
と

し
、
外
来
機
能
の
分
化
も
か
か
り
つ
け

医
は
別
と
し
て
紹
介
受
診
重
点
外
来
等

を
医
療
計
画
で
定
め
る
と
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
在
宅
医
療
の
圏
域
設

定
は
適
切
か
、
在
宅
医
療
の
記
載
は
地

域
で
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
、
療
養

病
床
等
へ
の
入
院
と
代
替
的
な
介
護
保

険
施
設
や
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
割
り

振
り
は
適
切
だ
っ
た
の
か
等
、
現
在
の

計
画
自
体
の
検
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

病
床
機
能
に
つ
い
て
も
、
出
来
高
の

資
源
投
入
量
に
よ
る
推
計
や
都
道
府
県

独
自
の
定
量
基
準
の
妥
当
性
、
急
性
期

の
推
計
患
者
数
を
単
純
に
病
床
利
用
率

で
割
り
戻
し
病
棟
の
患
者
全
員
が
急
性

期
と
い
う
前
提
の
妥
当
性
等
、
も
っ
と

本
質
的
な
議
論
を
期
待
し
た
い
。

　

現
在
は
、
医
療
計
画
で
地
域
医
療
構

想
、
５
疾
病
６
事
業
、
在
宅
医
療
、
外

来
医
療
、
医
師
確
保
等
の
提
供
体
制
全

体
を
定
め
て
お
り
、
看
板
だ
け
地
域
医

療
構
想
に
書
き
換
え
て
も
意
味
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
生
活
圏
域
で
の
在
宅
医

療
や
介
護
保
険
施
設
等
と
の
割
り
振
り
、

医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
計
画
の
策

定
は
都
道
府
県
に
は
無
理
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
は
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
と
し
て
市

町
村
に
委
ね
、
都
道
府
県
は
広
域
的
に

そ
の
達
成
支
援
に
徹
す
る
構
想
に
抜
本

的
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。


